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千葉女子教員 東京教員GOOD　JOB
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 8 2 1 0 2 1 5 4 - - - - - - -

5 0 0 0 0 1 2 0 5 - - - - - - -

6 - - - - - - - 6 * (C) 1 0 0 1 2 3 3

7 11 1 3 2 2 3 1 7 3 1 0 0 2 6 1

8 * (C) 12 1 4 1 2 10 3 8 * 19 0 8 3 3 8 1

9 - - - - - - - 9 * 10 0 4 2 4 11 2

10 * 7 0 3 1 2 3 3 10 * 19 1 7 2 1 5 2

11 - - - - - - - 11 9 2 1 1 2 5 2

12 - - - - - - - 12 * 4 0 1 2 2 5 4

13 - - - - - - - 13 - - - - - - -

14 0 0 0 0 1 0 0 14 - - - - - - -

15 * 4 0 2 0 4 9 0 15 - - - - - - -

16 - - - - - - - 16 - - - - - - -

17 * 4 0 2 0 2 8 7 17 - - - - - - -

18 * 22 1 9 1 2 0 5 18 - - - - - - -

68 5 24 5 18 36 24 65 4 21 11 16 43 15

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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冨中　亜貴子

小野　里実

小田桐　朋美

伊藤　奈々

清水　萌

結城　葉月

西村　希望

高野　亜季子

鈴木　千穂

コーチ 磯山　絵美

平田　えりか

青木　茉奈美

鈴木　麻友美

本村　彩

東日本大震災復興支援

第44回女子全日本教員バスケットボール選手権大会
(第70回国民体育大会ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ競技ﾘﾊｰｻﾙ大会)

宇田川　加奈

加瀬　瞳

川嵜　桃子

齋藤　由果

越川　瑞紀

平間　可奈子 井戸川　真子

加々美　彩香

横倉　安美

百瀬　素直

戦　　評

渡部　優希

合計合計

記載者 藤田　絢子 （所属） 和歌山県バスケットボール協会

橋本　彩香

村山　由貴

八木　陽子コーチ

副審

中村　由希

大野　哲広

No. 14E-3 日時：

選　手　氏　名

政木　美希

佐藤　清香

副審

今井　典子

(東京都)

68 65

2014年8月14日(木)

千葉女子教員 東京教員GOOD　JOB女子決勝

主審 ○

選　手　氏　名

13:20

田邊　真由美

冨島　健司

(千葉県)

会場： 海南市総合体育館Eコート
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千葉女子教員 東京教員GOOD JOB 

決勝千葉女子教員対東京教員ＧＯＯＤ ＪＯＢ。１ピリオド両チームマンツーマンディフェンスでスタート。千葉はオールコートマン

ツーマンで厳しいディフェンスから速い攻撃を展開し、＃８のインサイド＃１０＃１５のドライブで得点を重ねリズムをつかむ。対する

東京は、前半から果敢に攻撃するも得点につながらなかったが、＃７の３Ｐ＃８のゴール下などで応戦。残り３分で＃１０の連続

ゴールも決まり、一時１０点差あったが２０―１７の３点差で終了。２ピリオド、両者一歩も引かない一進一退のゲーム展開が続き、

３７―３３千葉がリードで前半を折り返す。 

３ピリオド、開始早々千葉が＃７の３Ｐ＃１８の速攻で一気につき離す。東京も＃８＃９＃１０の２Ｐで追いすがるが千葉の勢いは止

まらず、１１点差をつけて終了。４ピリオド、東京が＃８にボールを集め、３連続得点で５点差につめたところで千葉がタイムアウト。

その後千葉＃４が連続３Ｐで加点。東京は＃８を起点に攻撃し、両者持ち味を存分に発揮。残り２分で２点差。千葉＃７がゴール

下を沈め、東京＃１０が決め返し、残り８秒、千葉＃８がフリースロー１本を決め３点差。東京がシュートを放つがはずれ試合終

了。最後まで勝敗のわからない決勝にふさわしい好ゲームに、両者の健闘を称え、会場は拍手に包まれた。 


